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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月16日(2018.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の条件に液滴を曝露し、前記液滴に第１の核酸を添加することであって、前記第１
の核酸は、前記第１の条件をコードすること；
　第２の条件に前記液滴を曝露し、前記液滴に第２の核酸を添加することであって、前記
第２の核酸は、前記第２の条件をコードすること；ならびに
　前記第１の核酸および前記第２の核酸を一緒に結合させること
を含む方法。
【請求項２】
　前記第１の条件に前記液滴を曝露し、前記液滴に前記第１の核酸を添加することが、前
記液滴を、前記第１の核酸を含む第２の液滴に融合させることを含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項３】
　前記第１の条件に前記液滴を曝露し、前記液滴に前記第１の核酸を添加することが、分
子種に前記液滴を曝露することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記分子種に前記液滴を曝露することが、前記液滴を、前記分子種を含む第２の液滴に
融合させることを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２の液滴が：
（ａ）前記第１の核酸をさらに含み、それによって、前記液滴に前記第２の液滴が融合さ
れる際に、前記液滴に前記第１の核酸が添加され；および／または
（ｂ）前記液滴において誘導された双極子を介して、前記液滴に融合され；および／また
は
（ｃ）前記液滴上に配置された反対の電荷を介して、前記液滴に融合される、請求項４に
記載の方法。
【請求項６】
　前記分子種に前記液滴を曝露することが、前記液滴に、前記分子種を含む流体を注入す
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ることを含む、請求項２～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記分子種を含む前記流体が、前記第１の核酸をさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　（ａ）前記分子種および前記第１の核酸が、前記液滴に同時に添加され；および／また
は
（ｂ）前記１の核酸が前記液滴に添加される前に、前記分子種が前記液滴に添加され；お
よび／または
（ｃ）前記１の核酸が前記液滴に添加された後に、前記分子種が前記液滴に添加される、
請求項２～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１の条件に前記液滴を曝露することが、外部物理条件に前記液滴を曝露すること
を含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　外部物理条件に前記液滴を曝露することが、所定の温度および／または所定の圧力に前
記液滴を曝露することを含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の条件に前記液滴を曝露することが、前記液滴を、７未満のｐＨおよび／また
は７よりも高いｐＨを有する第２の液滴に融合させることを含む、請求項１～１０のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記液滴が：
（ａ）約１ｍｍ未満の平均断面直径を有し；および／または
（ｂ）複数の液滴のうちの１つであり、前記複数の液滴の約５％以下が、前記複数の液滴
の全体的平均直径の約９０％未満の直径または約１１０％よりも大きい直径を有するよう
な直径の分布を、前記複数の液滴が有し；および／または
（ｃ）微小流体チャネル内に含まれる、請求項１～１１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１３】
　第３の条件に前記液滴を曝露し、前記液滴に前記第３の核酸を添加することであって、
前記第３の核酸は、前記第３の条件をコードすることをさらに含む、請求項１～１２のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第３の核酸を、前記第１の核酸および前記第２の核酸のうちの一方または両方に結
合させることをさらに含む、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記液滴の特性を決定することをさらに含む、請求項１～１４のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１６】
　前記特性に基づいて、前記液滴を選別することを含み、；および／または
　前記特性が：
（ａ）蛍光性である；および／または
（ｂ）前記液滴の平均断面直径である；および／または
（ｃ）光吸収である；および／または
（ｄ）前記液滴内に含まれる薬剤の濃度である、
請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記特性が、前記液滴内に含まれる細胞の条件である、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記特性が、前記細胞が生きているか死んでいるかである；および／または
前記特性が、前記細胞によって生成および／または消費される薬剤の濃度である、
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請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記液滴から、結合した第１の核酸および第２の核酸を分離することをさらに含む、請
求項１～１８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２０】
　前記液滴を破裂させることをさらに含む、請求項１～１９のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項２１】
　前記液滴が：
（ａ）前記第１の核酸および前記第２の核酸を結合させた後に；および／または
（ｂ）超音波に前記液滴を曝露することによって、
破裂される、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記液滴が細胞を含む、請求項１～２１のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２３】
　前記細胞が：
（ａ）ヒト細胞である；および／または
（ｂ）癌細胞である；および／または
（ｃ）免疫細胞である；および／または
（ｄ）細菌細胞である；および／または
（ｅ）天然に存在する細胞である；ならびに
前記第１の条件が：
（ａ）前記細胞の型である；および／または
（ｂ）前記細胞と相互作用することが可能であると疑われる薬物への曝露である；および
／または
（ｃ）細胞傷害性であると推定される薬物への曝露である、
請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　結合された第１および第２の核酸を配列決定することをさらに含む、請求項１～２３の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項２５】
　複数の液滴を含む物品であって、前記液滴のうちの少なくとも一部は、前記少なくとも
一部の液滴が曝露される複数の条件をコードする核酸を含む、物品。
【請求項２６】
　前記核酸が、少なくとも３つの条件をコードする、請求項２５に記載の物品。
【請求項２７】
　前記核酸のうちの少なくとも一部が、前記液滴のうちの少なくとも一部内に含まれる分
子種をコードする、請求項２５または２６のいずれか一項に記載の物品。
【請求項２８】
　前記液滴のうちの少なくとも一部が、前記核酸によってコードされるそれぞれの前記分
子種をさらに含む、請求項２７に記載の物品。
【請求項２９】
　実質的に各々の前記液滴が、少なくとも２つの分子種、および前記少なくとも２つの分
子種をコードする核酸を含む、請求項２８に記載の物品。
【請求項３０】
　実質的に各々の前記液滴が、少なくとも３つの分子種、および前記少なくとも３つの分
子種をコードする核酸を含む、請求項２９に記載の物品。
【請求項３１】
　前記液滴のうちの少なくとも一部が、細胞をさらに含む、請求項２９または３０に記載
の物品。
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【請求項３２】
　前記細胞が実質的に同一である；および／または
前記液滴のうちの少なくとも一部が、ＤＮＡリガーゼをさらに含む、
請求項３１に記載の物品。
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